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【研究室の概要】
　人間科学部には教育工学を専門とする先生方が大勢いま
す。そのため当ゼミは特に教育“情報”工学研究室と称し
ていますが、まあ教育工学という大くくりには相違ありま
せん。私自身がこれまで、教育データ解析やeテスティン
グなどの情報工学技術を研究手段としていたため教育“情
報”工学としたものです。
　要するに、教育や学習に関わる問題解決を支援する知見、
技術、道具のことならどんな分野でも扱います。
【研究室の活動／ゼミ活動】
　教育工学を専門とする研究室なのだから、研究室の活動
すなわちゼミ活動がいかにあるべきかを真剣に考えていま
す。専門知識の習得はもとより、大学で身に付けるべき社
会人基礎力の育成を重視しています。
　大学教育の形態は前世紀の教室講義主体から急激に変わ
りつつあります。遠隔教育、e-Learning、MOOCs（Massive 
Open Online Courses）と約10年単位ごとのキャッチフ
レーズの登場により、大学教育機能のパラダイム自体がド
ラスティックに変貌を続けています。物理的な移動をとも
なう通学によってはじめて可能となるキャンパスでの対面
教育は、大教室での多人数一方向の講義型授業形態から、
少人数対話型・参加型の討論形式とする考えが主流となっ
てきています。その集約的形式はゼミ活動であると考えら
れるのです。
　「教育するはゼミにあり」これが我が研究室のモットーで
す。モデルは体育会です。大学の体育会では日々たゆまず
練習が行われています。そこには伝統的に育まれた合理的
かつ効率的な練習方法やしきたりが確立しており、そのよ
うな環境下で肉体的・心理的鍛錬がなされ一流の人間が育
成されます。本ゼミは卒業研究など知的活動を種目とする
体育会を目指しています。
　３年の専門ゼミでは、学術論文の発表や専門書の輪読、
仮テーマ発表などをもとに、プレゼンテーションや質疑・
討論を中心に行います。プレゼンテーション能力（端的に
論理的にわかりやすく伝える能力）は社会のあらゆる分野
で必要だからです。また３年時には、異文化に接し、より
広い視野を持つことを目的に海外合宿を行っています。こ
れまでに、サンフランシスコのスタンフォード大学やUC 
Berkeley（カリフォルニア大学バークレー校）、ロスアン
ゼルスのUCLA（カリフォルニア大学ロスアンゼルス校）、
ボストンのMIT（マサチューセッツ工科大学）などを訪れ
ています。いずれも世界的に一流の大学です。
　４年の卒業研究ゼミでは、卒論の調査・実験・分析の経
過報告のプレゼンテーションと質疑・討論です。
　国内合宿は主に懇親とコミュニティ形成を目的とした春
合宿、４年生の卒論中間報告を主目的とした秋合宿があり
ます。下の写真は春合宿の模様です。
　また、３年生、４年生、大学院生合同のゼミを行ってい
ます。合同ゼミではワークショップ、即興スピーチ、OB・
OGを招いてのゲスト講演・討議があります。それらの目
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標にはファシリテーション能力の育成が含まれます。
　ゼミへの出席は無論必修ですが、ただ顔を出すだけでは
出席にはなりません。実際にゼミの場で適切な意見や質問
をして初めて出席とカウントすることとしています。ゼミ
の存在は、教科書では得られない暗黙知を体得すべく、知
的情報を共有するコミュニティを形成する場だからです。
そのコミュニティは在学生のみでなく卒業生に及ぶ同窓会
の人脈形成をも目的としています。
【就職実績】
　トヨタ自動車（自らブラジルへ赴任）、フジテレビ（アナ
ウンサー）、野村証券（その後ロンドンへ留学）、メガバン
ク（りそな・みずほ銀行）、NTTグループ各社、商船三井、
伊藤忠テクノロジーソリューションズ、富士通ラーニング
メディア、ベネッセ、リクルート、キーエンス、オービッ
ク、スズキ自動車、公務員、教職員、大学院進学。
【研究室の研究活動】
　具体的な研究課題として、卒論をもとに最近の学会研究
会で発表された題名を下記に示します。
・視線一致型テレビ会議システムを用いた三大学での交流
学習における２地点、３地点間の双方向性の比較、検討
・Raschモデルによる小規模ＣＡＴのMoodleへの実装
・リアルタイムお笑い評価システムの検証
・「教科「情報」、六色ハット発想法を用いたオンラインディ
スカッション授業の改善」
・三酔人経綸問答式オンラインディスカッション実践
・日本とタイにおける携帯電話の絵文字認識相違
・すきま学習におけるスマートフォン利用可能性および書
籍・レジメ利用との比較
・選手視点を利用したサッカー視聴教材の評価
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